
証券コード 8051
COMPANY
REPORT
2024 Apr.1st — 2024 Sep.30th

中間株主通信第79期

当社グループの主な事業領域は、生産財と消費財であり、「設
備投資」と「個人消費」の動向が業績に影響を及ぼします。

国内は、一部自動車関連製造業で新規設備投資の様子見が継
続し、半導体産業も大きな回復までは至らず、厳しい状況とな
りました。一方で、人手不足対策として自動化・省人化ニーズは
高まりを見せました。海外は、北米では企業の資金調達環境の
厳しさは継続し、大統領選に伴う不透明感等もあり、製造業全
般の景況感は弱含みで推移しました。中国では輸出型産業向け
の受注回復の兆しが見られず、国内需要の停滞も継続していま
す。ASEANでは、電子部品・半導体産業が回復基調となり、海外
からの生産移管等で設備投資需要活発化の動きがありました。

国内個人消費は、原材料や電気・ガス価格の高騰及び円安基調
等による商品やサービスの値上げに賃金上昇が追い付かず、耐
久消費財に対する節約志向や商品の選別傾向が継続しました。

住宅産業は、新設住宅着工戸数が持家を中心にダウントレン
ドですが、住宅設備機器の更新需要は前年並みに推移しまし
た。

これらの結果、当社グループの当中間連結会計期間の売上高
は248,924百万円となりました。利益面は、営業利益3,442
百万円、経常利益3,494百万円、親会社株主に帰属する中間純
利益は2,567百万円となりました。

現在、世界経済は予測不能な多くの事象が繋がり合い、もはや
変化が起こることが当たり前となった「変化の常態化」にある
と言えます。私たちは、このような時代だからこそ、固定観念を
完全に捨て去り、進取果敢に挑戦します。お客様のお役に立ち
ながら、社会からの信頼と期待にお応えすることで、持続的成
長と中長期的な企業価値向上を目指してまいります。

株主の皆様におかれましては、今後も変わらぬご理解とご支
援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。
第79期（2024年4月1日から2025年3月31日まで）
の第2四半期決算を行いましたので、ご報告申し上げます。
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住建事業

環境、脱炭素、健康、バリアフリーなど、人にも地
球にもやさしい社会・住まいづくりを目指した
新しい商品やシステムをトータルに提案してい
ます。工業製品などの一次、二次加工製品の調達、
安定供給を行っているほか、住設建材や設備機
器などを提案・販売、リフォーム事業にも注力し
ています。

ツール＆
エンジニアリング事業

─ 国  内 ─

生産現場の多種多様なニーズに対応するため、生
産現場に必要な作業用品から測定機器まで幅広
い商品を取り扱っています。長年培ってきたネッ
トインフラや物流機能に加え、技術営業力でス
ピード感をもって顧客に商品と情報を提供して
います。

海外生産財事業

日本企業や国際企業の海外移転支援や商品・部
品・部材の国際調達、三国間取引、工場生産設備並
びにシステムのトータルプランニング、国際取引
のコンサルティング等、日本と世界との双方向ビ
ジネスをサポート。海外市場で長年培われた実績
とノウハウで産業や地域社会の発展に貢献して
います。

家庭機器事業

流通・物流という商社としての機能と、プライ
ベートブランド商品の企画・開発というメーカー
としての機能を併せ持ち、家電からインテリア、
エクステリア、レジャー用品、防災グッズまで、
日々の生活シーンで使われる身近で役立つ多彩
な商品群を取り扱っています。

機械事業
─ 国  内 ─

国内外トップメーカーとの協力体制により、時代
とともに変化する生産現場のニーズに対応した
工作機械による生産・加工システムを提供。生産
性の向上を実現し、コストダウンの追求、さらに
周辺機器やサービス、情報を組み合わせることに
より、高い専門性が求められる日本の「ものづく
り」の現場を支えます。

工作機械、鍛圧・板金機械、
射出成形機等

住宅設備（厨房、浴室、空調、
太陽光発電、蓄電池等）、
管工機材、住設建材等

切削工具、補要工具、
工作機械周辺機器等

家電、インテリア家具、
アウトドア･レジャー、
エクステリア、
ガーデニング、防災用品等

生産財関連事業
取扱品目全般

マテハン、メカトロ、
環境改善、インフラ機器等

主要取扱品目
主要取扱品目

主要取扱品目
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主要取扱品目
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産業
ソリューション事業

─ 国  内 ─

顧客が直面している「人材不足」を解決するため
の自動化・省人化等による生産効率の向上、生産
現場の環境改善、先端技術など、生産現場の企画・
運用、環境づくりからBCP対応までトータルに
サポートし、総合システムプロデューサーとして
提案しています。

消費財関連事業 生産財関連事業

Operating Results
事業別の概況

事業概要
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産業ソリューション事業 （国内）

機械事業 （国内）

ツール＆エンジニアリング事業 （国内）

うち
● 機械事業　売上高26,825百万円│10.8%
● 産業ソリューション＋ツール＆エンジニアリング事業 
　 売上高14,010百万円│5.7%

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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中国・福建省に「産教融合技術交流センター」を設立
～産官学連携で地域経済の発展を目指す～

2024年9月24日に、福建省化油器（キャブレター）工業協会および福建省福鼎職業中等専
門学校と提携し「産教融合技術交流センター」を設立しました。協会は、中国においてEV化
が加速する中、新たな技術開発を促進したいと考えており、また、職業中等専門学校は地域
経済発展の観点から人材教育の向上を目指しています。

産業振興を通じた地域経済への貢献をコーポレートビジョンとしている山善深圳との目
的が一致したことにより今回の提携が実現しました。

2

山善のオリジナルソング「やっかいなのよ」
関西の空港・駅に広告看板が出現

山善オリジナルソング「やっかいなのよ」の歌詞は「住設機器・家庭用機器」「工作機械/工
具・産業機器」を取り扱うくらしとものづくりを支える企業でありながら、その事業内容はあ
まり知られていないという現実を描いています。この“ジレンマ”を「やっかいなのよ」という
心の声で表現し、少しでも多くの人に山善の事業を知ってもらいたいという思いで、関西各
地に歌詞カード型看板を展開しました。山善のYouTubeチャンネル「YAMAZENチャンネ
ル」では、演歌歌手 滝さゆりさんが歌う「やっかいなのよ」のWEBムービーを視聴すること
ができます。

4

ものづくりの総合プラットフォームサイト
「teraido（テライド）」2024年10月1日オープン！

「teraido」は、切削工具・測定機器・作業工具から、メカトロ（FA）機器・物流・保管機器まで、
生産現場に必要なあらゆる消耗品や付帯設備を、約700社のメーカー、計200万点以上の商
品ラインナップでご紹介する、ものづくりの総合プラットフォームサイトです。今後も段階
的に機能拡張を進めると同時に、2025年１月に本格稼働予定の物流拠点「新ロジス大阪」も
含めた強固な流通基盤の構築も進め、「ものづくりのリーディングパートナー」として日本
の製造業の活性化に貢献していきます。

3

※画像はダミーです

「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）」８年連続受賞！
～“物流レジリエンス強化プロジェクト”を推進～

2024年4月23日に、第10回「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大
賞）」にて「優秀賞」を受賞いたしました。「サプライチェーンの強靭化を目的と
した“物流レジリエンス強化プロジェクト”」が評価され、同アワードにおいて
8年連続の受賞となりました。”ものづくりを支える専門商社”として、サプラ
イチェーンの強靭化を目的とし「物流レジリエンス強化プロジェクト」を立ち
上げました。その中で、物流「2024年問題」で起こりうる“労働時間規制等に
よる物流の停滞”なども見据えたBCP対策を進めています。

1

https://youtu.be/p6R-pAFJ2gQ?si= 
KjOLwDhQ0wJ1Oh0B

https://youtu.be/p6R-pAFJ2gQ?si=KjOLwDhQ0wJ1Oh0B


当株主通信には財政状態及び経営成績に関する将来予測の記述が含まれております。
この前提及び将来予測の記述には、経営を取り巻く環境の変化などによる一定の 
リスクと不確実性が含まれております。

株式のお手続きに関するお問合せ先

口座の種類

お手続きの内容

証券会社等に
口座をお持ち
の株主様

証券会社等に口座がない
株主様（特別口座）

郵便物送付先 お取引のある
証券会社等に
直接お問合せ
ください。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行 証券代行部

お問合せ先 0120-288-324
（土・日・祝日を除く 9:00～17:00）

お取扱窓口 みずほ信託銀行

未払配当金の請求※ みずほ信託銀行及びみずほ銀行

※お支払開始日から満３年を経過した配当金につきましては、お受取ができなくなりますので、
ご注意ください。

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

剰余金の配当基準日 3月31日（中間配当を行う場合は9月30日）

定 時 株 主 総 会 6月下旬

単 元 株 式 数 100株

上場証券取引所 東京証券取引所　プライム市場

公 告 方 法

電子公告とし、当社ホームページに掲載
https://www.yamazen.co.jp/

（ただし、やむを得ない事由により、電子公告に
よる公告ができない場合は、日本経済新聞に掲
載して行います。）

株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

株主メモ

https://www.yamazen.co.jp/ir/library/
詳細はホームページをご覧ください 投資家の方へ IRライブラリ

山善ビズコム 一押しアイテムのご紹介

電動
昇降デスク

防災バッグ
（30点セット）

除湿器

ボタン1つで高さを調整できる電
動昇降デスク。昇降幅は高さ72.5-
118.5cmの範囲で調整可能。

防災士の資格を持つ担当者が作っ
た、災害時に必要なものを取りまと
めた防災グッズ30点セット。

部屋干しや湿気対策に最適な除湿
機。4.5Lと大容量ながらコンパクト
で省スペースです！

https://yamazenbizcom.jp/item/R7Z87.html https://yamazenbizcom.jp/item/22666.html https://yamazenbizcom.jp/item/S1K76.html

https://book.yamazen.co.jp/lp/elein/


